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要 旨 

 

 本研究は，中国 A 大学にて行った映画を用いた日本語授業の実践研究である。中国の日

本語教育では「視聴説」と呼ばれる映像メディアを用いた授業が開設されている。しかし，

映画やアニメ等の映像作品は，国内外で学習リソースとして活用が期待される一方で，教

師は効果的な方策を見出せていないという現状が報告されている（谷口 2011，保坂他 2012）。

また，現在中国にいる学習者は日常的に日本の映像作品を個人で視聴し，さらに独自の方

策を用いて独習に活用している（三國他 2011）。それだけに，「視聴説」授業では，クラス

授業ならではの方法の検討が急がれる。そこで，本研究では協働学習の実践研究を参考に

授業をデザインし，映画を用いた対話重視の実践を試みた。本研究の目的は，以下 2 点に

ついて明らかにし，「視聴説」授業改善のための示唆を得ることである。  

RQ1：「視聴説」授業において，映像作品視聴後の対話を通して，学習者はどのような

学びを創出しているか 

RQ2：「視聴説」授業において，教師は何をすべきか 

 実践の対象となった学習者は中国 A 大学に在籍する日本語専攻者 28 名で，日本語学習

歴は約 2 年半であった。映画『バブルヘ GO!!』および『時をかける少女（2010 年実写版）』

を用いて 6 回の授業を行い，以下 2 種類の活動を実施した。 

  A）「活動①②」…映画の冒頭部分を視聴し，内容理解を問う正誤問題に個人で解答し，

その後グループで解答と根拠を話し合い理解を補い合う。この活動を映

画の冒頭 10 分で繰り返し 2 回行う。 

  B）「まとめの活動」…映画を全て視聴後，グループで約 20～25 分感想を話し合う。

対話が順調に進まない際には，「話し合いのヒント」を参考にする。  

 いずれの活動も 4 人グループで行い，原則日本語で話し合った。対話内容をグループご

とに録音・文字化し，分析データとした。また，全ての実践授業の終了後に，実践後調査

として，協力者全員を対象とした質問紙調査，および 10 名を対象としたインタビュー調査

を実施した。 

 学習者の学びと課題を分析するため，以下 2 つの方法でデータの分析を行った。まず活

動 A，B の対話を質的に分析し，そこで起きている学びと課題を考察した。ただし，活動

A については清水他（2013）で報告しているため，本稿では活動 B における対話を中心に

記述した。次に，実践後調査のデータを基に，学習者自身がどのような学びがあったと感

じ，教師に何を求めているか分析・考察した。 

 対話の分析の結果，学習者が映画を共通体験として，映画の感動的・印象的なシーンを

話題に，場面描写と自身の感情表出を繰り返し行っていることが明らかになった。また，

池田・舘岡（2007）が協働を考える際の主要概念として挙げた 5 要素，1）対等，2）対話，

3）創造，4）プロセス，5）互恵性，以上を全て満たす協働的な対話が行われていた。映画

から日本の社会文化への気づきも見られた。気づきを強めるために，自国の社会文化や，

他の映像作品および教室外で得た情報等を有効に既有知識として活用し，「創造」へ向かう

対話が協働的に実現されていた。また，実践後調査の結果，仲間から新たな発見があった

だけでなく，時には考えを変容し，時には自分の考えを見直し再認識するなど，仲間の発

言を取捨選択しながら「創造」に向かっていたことも明らかになった。 
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 授業の課題として，「話し合いのヒント」の検討，「創造」に至るためのしかけ作り，言

語面の学習への対処等の具体的な課題のほか，メディア・リテラシーの養成が挙げられた。

学習者自身が教師に求めることとして，映画に関連する日本社会・文化等の情報の補足や，

教師自身も一視聴者として感想を話すことが求められていることが示された。また，教室

外の個人視聴で得た知識を「視聴説」授業で活用するため，教室のソトからウチへつなぐ

授業設計を行うことも必要であることを述べた。 

 本研究から，映画の視聴後の対話における学習者の学びの一端を明らかにすることがで

きた。今後は学びを実証的に示す研究も行い，「視聴説」授業の評価方法を検討することが

急務である。また，今後も継続して実践研究を積み重ね，活動デザインを行っていくと同

時に，時代の変化とともに映像メディアが日本語教育現場で果たせる役割を見直していか

なければならない。
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